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脱りん剤から環境規制物質であるフッ素を除去しても、低りん化とスラグ排出量削減を両立できる
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第5回 ものづくり日本大賞

従
来
は
、融
点
が
2
0
0
0
℃

以
上
す
る
C
a
O
を
溶
解
し
て

脱
り
ん
反
応
を
促
進
す
る
た
め

に
フッ
素（
Ca
F
2
）を
用
い
て
い

た
が
、こ
の
脱
り
ん
に
不
可
欠
だっ

た
フッ
素
が
環
境
規
制
対
象
と
な

り
、
未
溶
解
Ca
O
を
含
有
し

た
多
量
の
ス
ラ
グ
に
よ
る
極
め
て

非
効
率
な
脱
り
ん
処
理
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

フ
ッ
素
を
用
い
ず
に
少
量
の
ス
ラ

グ
で
脱
り
ん
で
き
、
生
成
ス
ラ
グ

の
利
材
化
が
可
能
と
な
る
技
術

が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

今
回
開
発
し
た
S
R
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Z
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c
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s
s
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F
）は
、

脱
り
ん
剤
か
ら
環
境
規
制
物
質

で
あ
る
フ
ッ
素
を
除
去
し
て
も
、

低
り
ん
化
と
ス
ラ
グ
排
出
量
削

減
を
両
立
で
き
る
革
新
的
な
技

術
で
あ
る
。
笹
目
氏
ら
は
、
転

炉
内
で
C
a
O
を
飛
躍
的
に
溶

解
で
き
る
領
域
と
し
て
、
上
吹
き

し
た
酸
素
が
溶
銑
と
接
触
す
る

部
位（
火
点
）に
着
目
し
た
。
火

点
で
は
2
0
0
0
℃
以
上
の
高

温
F
e
O
系
融
体
が
生
成
し
て

お
り
、
C
a
O
は
溶
融
F
e
O
へ

極
め
て
溶
解
し
や
す
い
。
C
a
O

を
粉
状
に
し
て
酸
素
と
共
に
火

規
に
導
入
し
た
こ
と
で
、
脱
炭
処

理
に
特
化
で
き
る
よ
う
に
なった
。

そ
の
結
果
、
転
炉
単
体
の
生
産

性
は
30
％
以
上
向
上
し
た
た
め
、

脱
炭
炉
の
稼
働
基
数
を
３
基
か

ら
２
基
へ
削
減
し
て
も
二
次
精
錬

以
降
の
生
産
性
を
維
持
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
高
機
能
鋼
・
高

清
浄
鋼
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
脱

炭
炉
１
基
を
専
用
化
す
る
操
業

を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
高
機
能
鋼
と
高

清
浄
鋼
の
各
溶
製
ラ
イ
ン
専
用
の

脱
炭
炉
と
し
、
お
の
お
の
の
要
求

特
性
に
応
じ
て
最
適
化
し
た
こ

と
で
、
生
産
性
を
確
保
し
な
が

ら
品
質
の
飛
躍
的
向
上
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

高
品
質
な
特
殊
鋼
を
低
コ
ス

ト
で
製
造
す
る
こ
と
で
日
本
の
自

動
車
や
精
密
機
械
の
競
争
力
を

点
へ
吹
き
付
け
る
こ
と
に
よ
って

速
や
か
に
溶
解
し
、
そ
れ
に
よっ

て
生
成
す
る
極
め
て
脱
り
ん
能

力
の
高
い
F
e
O
‐
C
a
O
融
体

で
脱
り
ん
す
る
方
法（
S
R
P
‐

Z
）を
考
案
し
た
。

従
来
は
生
産
量
を
維
持
す
る

た
め
に
転
炉
3
基
の
稼
働
が
必

須
で
あ
り
、高
機
能
鋼
と
高
清

浄
鋼
を
い
ず
れ
の
転
炉
で
も
溶
製

せ
ざ
る
を
得
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
要

求
に
応
じ
た
最
適
な
プ
ロ
セ
ス

構
築
が
困
難
だっ
た
。

ま
た
、従
来
の
転
炉
は
脱
り
ん

と
脱
炭
を
同
時
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
かっ
た
が
、S
R
P
ー

Z

を
実
施
で
き
る
脱
り
ん
炉
を
新

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

脱
り
ん
剤
の
利
用
効
率
が
飛

躍
的
に
向
上
し
、
脱
り
ん
剤
の

使
用
量
お
よ
び
脱
り
ん
ス
ラ
グ

の
生
成
量
を
大
幅
に
削
減
で
き

た
。
ま
た
、
取
鍋
ス
ラ
グ
を
脱

り
ん
剤
と
し
て
再
利
用
で
き
、

フ
ッ
素
を
用
い
な
い
た
め
、
生

成
ス
ラ
グ
を
利
材
化
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

生
産
性
の
向
上
に
加
え
て
、

脱
り
ん
剤
使
用
量
や
ス
ラ
グ
生

成
量
の
削
減
、
品
質
向
上
に
よ

る
製
品
歩
留
ま
り
の
改
善
に
よ

り
、
製
鉄
所
で
使
用
す
る
総
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
し
て
約
２
％
の
省
エ

ネ
が
実
現
で
き
て
い
る
。

http://www.nssmc.com/

新日鐵住金株式会社

商 号：新日鐵住金株式会社
沿 革：平成24年（2012年）10月1日に新日本製鐵

㈱と住友金属工業㈱が経営統合し、新日鐵
住金株式会社が発足

従業員数： 連結 24,510名（平成25年3月31日現在）
経営方針：他国の追随を許さない技術力とグローバ

ル展開力をもって、総合力で世界ナンバー
ワンの鉄鋼メーカーを目指している。

会社概要

新日鐵住金株式会社 
総務部 広報センター 吉住 剛
東京都千代田区丸の内二丁目6番1号

（丸の内パークビルディング）
TEL 03-6867-2146
E-mail yoshizumi.t4m.tsuyoshi@jp.nssmc.com

お問い合わせ先

写真左から、渡辺信輔、杉本明大、笹目欽吾、佐藤大介、黒岩孝章 個別写真左から、宮田政樹、相澤正幸 ※背景は、小倉製鐵所の新製鋼工場建屋です。

高効率・高品質・低環境負荷を同時に実現できる新製鋼プロセスの開発受賞件名

今回の受賞は、当社小倉製鐵所における「製鋼プ
ロセス革新」の集大成であり、建設・立上に携わっ
た関係者全員の成果が認められたことを大変嬉
しく感じています。今回の受賞を励みとし、更に世
界に誇れる日本のものづくりに貢献できるよう、
メンバー一同精進を続けたいと思います。

受賞メッセージ

世
界
最
速
の

脱
リ
ン
吹
練
を
実
現

●特殊鋼の効率的生産を、フッ
素化合物を使わない新しい脱
りんプロセスを通じて実現。

●環境問題の解決を行うことに加え、生産
効率を改善し、日本での生産拠点維持を
可能とした。

受賞者  新日鐵住金株式会社

笹目 欽吾（リーダー）

相澤 正幸
渡辺 信輔

杉本 明大
黒岩 孝章

佐藤 大介
宮田 政樹

受賞理由

革新的な技術SRP-Z
（Simple Refining Process-Zero F）を開発

高清浄鋼 介在物を極限まで低減した鋼
高機能鋼 析出物を分散・制御した鋼

取鍋 取鍋

専
用
取
鍋

高清浄鋼ライン高機能鋼ライン

SRP-Z

◆LF、 VAD（取鍋精錬炉）…溶鋼の成分と介在物制御を行う設備、
特にVADは減圧下での処理が可能

◆RH（真空脱ガス装置）…鋼中の水素や酸素、介在物を取り除く設備
◆CC（連続鋳造機）…溶鋼を連続的に鋳型へ注ぎ固める設備

ス
ラ
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や
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ネ
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減

(1)生石灰粉体化⇒界面積10000倍以上
(2)火点(>2000℃)へ添加⇒生石灰溶解促進

         ▼
脱りん速度の飛躍的向上を実現
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精
錬
設
備
・
取
鍋
の
錯
綜

鋼
種
に
応
じ
た
専
用
ラ
イ
ン
確
立

→
高
効
率
と
高
品
質
の
両
立
を
実
現
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従来技術 酸素
塊状石灰

スラグ

溶銑

攪拌ガス

開発技術   酸素+粉体生石灰
 【SRP-Z】

  火点（>2000℃）

SRP-Zの特徴


